
第 108 回日本神経病理学会九州地方会 プログラム 
 
 日本神経病理学会九州地方会（九州神経病理懇話会）を鹿児島で開催いたします。 
 日本神経病理学会員でなくても参加できますので、周囲に関心がある先生がおられ

ましたら、ぜひお誘いいただければ幸いです。 
 

日時：2018 年 12 月 1 日（土）14:00～17:30 
会場：鹿児島大学医学部同窓会 鶴陵会館 中会議室 
地図：http://kakuryokai.jp/introduction/hall.html 
世話人:谷本 昭英（鹿児島大学医学部病理学分野教授） 
 
連絡先：〒890-8544 鹿児島市桜ヶ丘 8 丁目 35-1 
鹿児島大学医学部 客員研究員（病理学分野） 後藤 正道 
（国立療養所星塚敬愛園・園長、日本神経病理学会評議員） 
Tel. 099-275-5263 
E-mail: masagoto@m2.kufm.kagoshima-u.ac.jp 
 

 

演題 
 

1. Polymorphous low-grade neuroepithelial tumor of the young の一例 
 牟田 紘子 1、古田 拓也 1、森坪 麻友子 1、杉田 保雄 1、島本 宝哲 2 
 1)久留米大学医学部病理学講座、２)島本脳神経外科 
 
2. 臨床的に Creutzfeldt-Jakob disease との鑑別に苦慮した Dementia with Lewy bodies

の 1 剖検例 
 小阪崇幸 1、幸崎弥之助 1、伊藤隆明 2 
 1)国立病院機構熊本医療センター 神経内科、２)熊本大学 機能病理学分野 
 
3. 髄膜脳脊髄炎の臨床診断にて全経過 19 日で死亡した 16 歳男性の 1 剖検例 
 司城昌大 1)、貞島祥子 1,2)、馬場俊和 2)、南順也 3)、渡邉充 2)、松瀬大 2)、吉良潤一

2)、岩城徹 1) 
 1)九州大学大学院医学研究院神経病理学、2)同神経内科学、3)同病態修復内科学 
 
4. 無菌性髄膜炎後に続発した抗 MOG 抗体関連疾患の 1 生検例 
 成毛哲思 1)、橋本智代 1)、稲葉優奈 2)、島尻正平 2)、岩中行己男 1)、岡田和将 1)、

久岡正典 2)、三須建郎 3)、足立弘明 1) 
 1)産業医科大学 神経内科、2)産業医科大学病院 病理部、3)東北大学医学部 多

発性硬化症治療学・神経内科 
 
5. Balamuthia mandrillaris による granulomatous amebic encephalitis の一例 
 霧島茉莉 1)、池田め衣 2)、東美智代 1)、谷本昭英 1) 
 1)鹿児島大学 病理学分野、2)鹿児島大学 脳神経内科 


